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　今，日本の農業・農村を取り巻

く状況は，農業従事者の減少や高

齢化が急速に進み，耕作放棄地に

よる農地の荒廃化や耕作面積の減

少といった農業の危機的状況が深

刻化しています。また，国際化に

よる輸入農産物の増加や産地間競

争などにより，農産物価格は低迷

傾向にあります。農村は食料の安

定供給のみならず，国土・自然環

境の保全，良好な景観の形成，文

化の伝承といった多面的・公益的

な機能を有しており，将来におい

ても健全な農村社会の維持・保全

を図っていくことが緊急な課題と

なっています。

　このような状況に対応するため

に，小規模農家や農村集落では，

地域農業を守るため，効率的・持

続可能な営農に向けて，農業再編

の時を迎えています。
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　全国の農家人口などの状況を見てみると，平成２年から

１７年の１５年間で，農業に従事する人が１４８万人減っ

ています。また，基幹的農業従事者の６５歳以上の割合は

６割近くになっています。耕作放棄地は，１６万ha増えて

います。全国的にも農業を取り巻く状況は，ますます深刻

化してきているといえます。資料：農林業センサス
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■全国で農業を取り巻く環境は深刻化しています

　本町の農業・農村の現状を見てみると，農家数は平成７

年から平成１７年までの１０年間で，６５３戸少なくなっ

ています。農業に従事する人が，１０年間で８２２人減っ

ています。また，基幹産業従事者数の６５歳以上の割合は

６９．３％と７割近くに達し，国の平均５８．６％を大き

く上回っています。耕地面積は，平成１７年で３，４２０

haとなっており，このうち，水田が約６７％の２，３１０

haを占めています。経営耕地面積は，農家数の減少や高齢

化とともに耕作放棄地が，年々増加傾向にあり，経営耕地

面積は，ここ１０年間で４１９ha減少しています。

　本町でも農業を取り巻く状況は，ますます深刻化してい

ます。

■さつま町でも農業の深刻化が進んでいます
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地域の農業は地域の農業は地域の農業は 今再編　集落営農

加速する農業者高齢化と後継者不足，増える耕作放棄地面積


